
現場に合わせて自在に
　「TNTフレキ管」はタイガースポリマー独自の構造で、自在に曲げる事が可能なフレキシブル管です。
　地震対策で高架道路等の橋脚に補強工事が実施されていますが、橋脚の頭部が従来より 200～ 300mm拡幅さ
れた為、その拡幅された部分に対して排水管を迂回させる必要が有ります。
　その為に従来の塩ビ管工法では塩ビ管をＲ加工またはエルボ等で接続する方法が一般的ですが継手が増える事で
現場より「見栄えが悪い !」、「施工に手間がかかる !」等の声が上がっております。
　そこで「TNTフレキ管」を使用することで現場に合わせて自在に曲管部の設置が可能となり、継手の使用が減
るため施工後の見栄えが良くなります。
　また、測量の時間が減る事で施工時間を大幅に短縮する事が可能です。
　「TNTフレキ管」は塩ビと同じ高湿塩ビを使用していますので現場で切断加工、塩ビ系接着剤による接続が可能
です。そのうえフレキ管の外径を塩ビ管と同サイズにしている事から従来の取り付け金具・ソケットを使用するこ
とが可能です。


